
 

 

 ～ 製造品出荷額等，付加価値額は前年と比べて減少 ～ 

 製造品出荷額等は，９兆 9415 億円で全国９位，付加価値額は，３兆 2001 億円で全国９位 

□ 製造品出荷額等は，9業種・13市町で増加し，中国・四国・九州地方で 13年連続 1位 

□ 付加価値額は，9業種・13市町で増加し，中国・四国・九州地方で 6年連続 1位 

 

平成 29年工業統計調査 調査結果の概要（従業者 4人以上の事業所） 

 

１ 概況 

 

 

 

 

 

 

  

事業所数は 2回ぶりに減少し，従業者数は 4回連続の増加となった。製造品出荷額等・付加価値額は，

いずれも 4年ぶりの減少となった。 

なお，製造品出荷額等は全国 9位（前年 10位），付加価値額は全国 9位（前年 10位）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）事業所数・従業者数 

事業所数は 4920 事業所（前年比 13.1％減）

で，前年と比較して減少した。（表 2，図 4）平

成 29 年の事業所数の全国順位は 14 位で，前年

の 13位から順位を 1つ下げた。（表 1） 

従業者数は，21万 5192人（前年比 1.6％増）

で，前年と比較して増加した（表 2，図 4）。平

成 29 年の全国順位は 10 位で，前年と同順位で

あった。（表 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 （2）製造品出荷額等・付加価値額 

製造品出荷額等は 9 兆 9415 億円（前年

比 3.9％減）で，前年と比較して減少した。

（表 3，図 5）平成 28 年の製造品出荷額等

の全国順位は 9位で，前年の 10位から順位

を 1つ上げた。（表 1，図 1・5） 

付加価値額は 3 兆 2001 億円（前年比

0.2%減）で，前年と比較して減少した。（表

3，図 5）平成 28 年の付加価値額の全国順

位は 9位で，前年の 10位から順位を 1つ上

げた。（表 1，図 2・5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２ 産業別の状況 

（１）事業所数 ～上位 3 業種は金属製品，生産用機器，食料～ 

事業所数は，4920 事業所〔前年比 13.1%減（741 事業所減）〕となり，2 回ぶりの減少となっ

た。 

産業中分類別で事業所数が最も多いのは，金属製品で 654 事業所（構成比 13.3％），次いで生

産用機器 584 事業所（構成比 11.9％），食料 572 事業所（構成比 11.6％）の順となった。上位 3

業種は，生産用機器が前年の 4 位から 2 位へ順位を上げ，食料が前年の 2 位から 3 位へ順位を下

げた。上位 3業種で，全体の 4割近く（36.8％）を占めている。（図 6・表 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年と比較して増加したのは，情報機器（2事業所増）であり，減少したのは，輸送用機器（130

事業所減），金属製品（102 事業所減），繊維（87 事業所減）など 22 業種であった。化学には増

減がなかった。（表 5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（２）従業者数 ～上位 3 業種は輸送用機器，食料，生産用機器～ 

従業者数は，21万 5192人〔前年比 1.6％増（3290 人増）〕となり，4 回連続の増加となった。 

産業中分類別で従業者数が最も多いのは，輸送用機器で 5万 2152人（構成比 24.2％），次いで

食料 2万 7785人（構成比 12.9％），生産用機器 2万 2068人（構成比 10.3％）の順となった。上

位 3業種は，前年と同じ順位で，全体の 5割近く（47.4％）を占めている。（図 7・表 6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年と比較して増加したのは，プラスチック（2121 人増），生産用機器（1537 人増），輸送用

機器（1332 人増）など 13 業種であり，減少したのは，電子部品（1172 人減），金属製品（781

人減），繊維（780人減）など 11業種であった。（表 7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（３）製造品出荷額等 ～上位 3 業種は輸送用機器，鉄鋼，生産用機器～ 

製造品出荷額等は，9 兆 9415 億円〔前年比 3.9％減（4013 億円減）〕となり，4 年ぶりの減少

となった。 

産業中分類別で製造品出荷額等が最も多いのは，輸送用機器で 3兆 4572億円（構成比 34.8％），

次いで鉄鋼 1兆 884億円（構成比 10.9％），生産用機器 7880億円（構成比 7.9％）の順となった。

上位 3業種は，前年と同じ順位で，全体の 5割以上（53.7％）を占めている。（図 8・表 8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年と比較して増加したのは，プラスチック（746億円増），食料（460億円増），はん用機器（389

億円増）など 9業種であり，減少したのは，鉄鋼（2402億円減），電子部品（1318 億円減），生

産用機器（482億円減）など 15業種であった。（表 9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（４）付加価値額 ～上位 3 業種は輸送用機器，電子部品，生産用機器～ 

付加価値額は，3兆 2001億円〔前年比 0.2％減（58億円減）〕となり，4年ぶりの減少となった。 

産業中分類別で付加価値額が最も多いのは，輸送用機器で 1 兆 705 億円（構成比 33.5％），次

いで電子部品 2812 億円（構成比 8.8％），生産用機器 2556 億円（構成比 8.0％）の順となった。

上位 3業種は，前年と同じ順位で，全体の約 5割（50.2％）を占めている。（図 9・表 10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年と比較して増加したのは，輸送用機器（2196億円増），化学（401億円増），非鉄（398億

円増）など 9 業種であり，減少したのは，情報機器（802 億円減），生産用機器（755 億円減），

鉄鋼（749億円減）など 15業種であった。（表 11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（５）現金給与総額 ～４年連続で増加～ 

現金給与総額は，1兆 26億円〔前年比 1.3％増（133億円増）〕となり，4年連続増加となった。

（図 10，表 12） 

産業中分類別で現金給与総額が最も多いのは，輸送用機器で 2914 億円（構成比 29.1%），次い

で生産用機器 1117 億円（構成比 11.1%），食料 846 億円（構成比 8.4%）の順となっており，上

位 3業種で，全体の 5割近く（48.6%）を占めている。 

前年と比較して増加したのは，輸送用機器〔前年比 4.9％増（136億円増）〕，プラスチック〔前

年比 19.1％増（90 億円増）〕，はん用機器〔前年比 15.0％増（77 億円増）〕など 12 業種であり，

減少したのは，電子部品〔前年比 23.2％減（96億円減）〕，情報機器〔前年比 46.9％減（80億円

減）〕，ゴム〔前年比 13.7％減（29億円減）〕など 12業種であった。（図 11，表 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（６）原材料使用額等 ～４年ぶりに減少～ 

原材料使用額等は，6 兆 4738 億円〔前年比 5.9％減（4038 億円減）〕となり，4 年ぶりの減少

となった。（図 12，表 13） 

産業中分類別で原材料使用額等が最も多いのは，輸送用機器で 2兆 4431億円（構成比 37.7％），

次いで鉄鋼 8930 億円（構成比 13.8％），生産用機器 5293 億円（構成比 8.2%）の順となってお

り，上位 3業種で，全体の約 6割（59.7%）を占めている。 

前年と比較して増加したのは，プラスチック〔前年比 23.6％増（673 億円増）〕，情報機器〔前

年比 67.8％増（450 億円増）〕，生産用機器〔前年比 8.5％増（415 億円増）〕など 9 業種であり，

減少したのは，輸送用機器〔前年比 8.1％減（2163 億円減）〕，鉄鋼〔前年比 15.3％減（1616 億

円減）〕，電子部品〔前年比 27.6％減（1095億円減）〕など 15業種であった。（図 13，表 13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（７）有形固定資産投資総額（従業者 30 人以上の事業所） ～４年連続で増加～ 

有形固定資産投資総額は，4666億円〔前年比 5.1％増（227億円増）〕となり 4年連続増加とな

った。（図 14，表 14） 

産業中分類別で有形固定資産投資総額が最も多いのは，電子部品で 1213億円（構成比 26.0%），

次いで輸送用機器 1088 億円（構成比 23.3%），鉄鋼 579 億円（構成比 12.4％）の順となってお

り，上位 3業種で，全体の約 6割（61.7%）を占めている。 

前年と比較して増加したのは，輸送用機器〔前年比 30.5％増（254億円増）〕，鉄鋼〔前年比 36.5％

増（155 億円増）〕，はん用機器〔前年比 159.3％増（123 億円増）〕など 17 業種であり，減少し

たのは，電子部品〔前年比 35.9％減（679 億円減）〕，プラスチック〔前年比 31.4％減（88 億円

減）〕，情報機器〔前年比 36.0％減（12億円減）〕など 5業種であった。（図 15，表 14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（８）工業用地（従業者 30 人以上の事業所） 

事業所敷地面積は，4353万 6102㎡

〔前年比 1.7％減（75万 9371㎡減）〕

となった。 

産業中分類別で事業所敷地面積が

最も大きいのは，鉄鋼で 1140万 6795

㎡（構成比 26.2％），次いで輸送用機

器 1066万 3170㎡（構成比 24.5％），

化学 359 万 98㎡（構成比 8.2％）の

順となっており，上位 3 業種で，全

体の 6割近く（58.9%）を占めている。

（図 16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）工業用水（従業者 30 人以上の事業所） 

１日当たりの工業用水使用量（淡水）

は，89万 7532㎥となった。 

産業中分類別で工業用水使用量（淡

水）が最も多いのは，鉄鋼で 39 万

3192 ㎥（構成比 43.8％），次いで化

学 18万 2350㎥（構成比 20.3%），紙

製品 17 万 3153 ㎥（構成比 19.3％）

の順となっており，上位 3 業種で，

全体の 8割以上（83.4%）を占めてい

る。（図 17） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３ 従業者規模別の状況 

（１）事業所数 ～100 人未満規模の事業所が９割以上を占める～ 

事業所数の最も多いのは，従業者規模「10～29 人」で 2060 事業所（構成比 41.9％），次いで

「4～9人」で 1714事業所（構成比 34.8％），「30～99人」で 790事業所（構成比 16.1％）とな

っており，100人未満規模の事業所数が 4564事業所と全体の 9割以上（92.8％）を占めている。

（図 18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）従業者数 ～100 人以上規模の事業所が６割近くを占める～ 

従業者数の最も多いのは，従業者規模「300人以上」で 8万 4890人（構成比 39.4％），次いで

「100～299人」で 4万 1901人（構成比 19.5％）となっており，100人以上規模の事業所におけ

る従業者数が 12万 6791人と全体の 6割近く（58.9％）を占めている。（図 19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（３）製造品出荷額等 ～100 人以上規模の事業所で約８割を占める～ 

製造品出荷額の最も多いのは，従業者規模「300 人以上」で 6 兆 4218 億円（構成比 64.6％），

次いで「100～299人」で 1兆 6100億円（構成比 16.2％）となっており，100人以上規模の事業

所における製造品出荷額等が 8兆 318億円と全体の約 8割（80.8％）を占めている。（図 20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）付加価値額 ～100 人以上規模の事業所で８割近くを占める～ 

付加価値額の最も多いのは，従業者規模「300人以上」で 1兆 8785億円（構成比 58.7％），次

いで「100～299人」で 5572億円（構成比 17.4％）となっており，100人以上規模の事業所にお

ける付加価値額が 2兆 4357億円と全体の 8割近く（76.1％）を占めている。（図 21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４ 市町別の状況 

 （１） 事業所数 ～福山市，広島市，東広島市で６割近くを占める～ 

市町別で事業所数が最も多いのは，福

山市で 1210 事業所（構成比 24.6％），

次いで広島市 1201 事業所（構成比

24.4％），東広島市 427 事業所（構成比

8.7％）の順となっており，この 3 市で

全体の 6割近く（57.7％）を占めている。

（図 22） 

前年と比較して増加したのは，神石高

原町（1 事業所増）であり，減少したの

は，広島市（194事業所減），福山市（161

事業所減），呉市（108 事業所減）など

22市町であった。（表 15） 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 従業者数 ～広島市，福山市，呉市で５割以上を占める～ 

市町別で従業者数が最も多いのは，広島市

で 5 万 4674 人（構成比 25.4％），次いで福

山市が 3 万 9411 人（構成比 18.3％），呉市

が 2 万 1037 人（構成比 9.8％）の順となっ

ており，この 3市で全体の 5割以上（53.5％）

を占めている。（図 23） 

前年と比較して増加したのは，福山市

（1171 人増），東広島市（759 人増），府中

町（681人増）など 17市町で，減少したの

は，三原市（606 人減），呉市（505 人減），

広島市（118人減）など 6市町であった。（表

16） 

 

 

 

 



 

 

 （３） 製造品出荷額等 ～広島市，福山市，呉市で約６割を占める～ 

市町別で製造品出荷額等が最も多いのは，

広島市で 3 兆 180 億円（構成比 30.4％），

次いで福山市が 1 兆 9375 億円（構成比

19.5％），呉市が 1 兆 228 億円（構成比

10.3％）の順となっており，この 3 市で全

体の約 6 割（60.1％）を占めている。（図

24） 

前年と比較して増加したのは，府中市

（363 億円増），広島市（146 億円増），廿

日市市（99 億円増）など 13 市町で，減少

したのは，福山市（2073 億円減），府中町

（782 億円減），呉市（607 億円減）など

10市町であった。（表 17） 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 付加価値額 ～広島市，福山市，呉市で６割以上を占める～ 

市町別で付加価値額が最も多いのは，広島市で

1兆 758億円（構成比 33.6％），次いで福山市が

5336億円（構成比 16.7％），呉市が 3917億円（構

成比 12.2％）の順となっており，この 3 市で全

体の 6 割以上（62.5％）を占めている。（図 25） 

前年と比較して増加したのは，府中町（652 億

円増），広島市（643億円増），府中市（230億円

増）など 13市町で，減少したのは，東広島市（912

億円減），尾道市（483億円減），福山市（465億

円減）など 10市町であった。（表 18） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


